
史料群番号　55　

史料群名

採訪時住所 　　　福井県遠敷郡小浜町　

旧所蔵者 遠敷郡小浜町役場酒井家文書
　　　　　　さかい

現在の住所 　　　福井県小浜市

採訪年月 昭和25（1950）年8月

史料の年代 不明
史料の
総点数 1点

年代の内訳 近世　1点 筆写稿本 なし

史　料　群　の　概　要

　赤崎浦絵図（彩色）の1点のみである。採訪地は旧小浜町だが、史料は敦賀湾の赤崎である。
　赤崎浦は越前国敦賀郡に属し、明治22年に東浦村、昭和30年には敦賀市になった。赤崎浦は塩
浜で、近世から明治38年まで塩田が継続する。

既刊行目録

収 蔵 に い た る 経 緯

　「漁業制度資料目録　第6集」に、「小浜町役場所有酒井家文書」の目録があって、現在中央水
産研究所に所蔵されている「酒井家文書」と史料の内容は一致する。おそらく、採訪時から今日
まで、史料の散逸、移動などは生じていないと思われる。表題に「小浜町役場所有」とあるとこ
ろから考え、採訪時の所有者は酒井家ではなく、すでに小浜町になっていたと思われる。なお、
酒井家は元小浜藩主酒井氏である。

「1952年5月　漁業制度資料目録　第6集　全国篇Ⅳ　日本常民文化研究所・水産庁資料整備委員会」




